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　茨城県保険医協会は5月28日（木）、医療機関の損税問題に関して
役員学習会を開催した。
　講師は、株式会社 AMI＆I 代表取締役の溝口博重氏。本紙では講演
の内容をダイジェストで紹介する。（文責：保険医協会事務局）

医療機関の損税が発生する3つの要因

　医療機関は診療報酬に消費税
を上乗せできないが（非課税）、医
薬品や医療機器の仕入れ時には
消費税を支払う。仕入税額控除
ができずにコストとして残る消費税
を「損税」と呼ぶ。損税は以下
の 3つの要因で発生する。
1. 非課税 : 医療サービスの売上
は非課税。

2. 控除不可 : 仕入税額控除が

適用されない。
3. 価格転嫁不可 : 診療報酬が
公定価格のため、コストを価格
に転嫁できない。

　この構造により、高額な設備投
資を行うほど消費税負担がキャッ
シュフローを圧迫し、多くの病院が
赤字となる構造的な原因となって
いる。

消費税問題の歴史的経緯

・1989 年（消費税 3% 導入時）：
政治的妥協策として、損税分を
診療報酬に上乗せ補填する「平
均補填方式」が採用された。当
時は外注や高額医療機器が少
なく、影響は軽微だった。
・1997 年（消費税 5%増税）：損税
は本来税制問題だが、診療報酬
の中で調整する医療制度問題に
置き換えられ、慣習化。
・2000 年代：CT、MRI、電子カ
ルテ等の普及で課税仕入れが
急増。「平均補填」と「個別負
担」の乖離が顕在化し、経営問
題として認識され始める。
・2012 年：日本医師会が調査を実

施し、損税が収入の約 2.2%に
相当すると発表。制度的矛盾を
正式に指摘。
・2014 年（消費税 8% 増税）：補
てん率が引き上げられたが、根
本的な問題（個別取引ベースの
税負担を平均補填で対応する矛
盾）は未解決のまま残る。
・2019 年（消費税 10% 増税）：
「平均補填方式」が継続。マ
クロ（医療全体）では補てんさ
れていても、ミクロ（個別医療機
関）では投資規模により補てん率
に差が生じ、投資するほど損をす
る歪みが固定化された。

損税問題の本質と各ステークホルダーの状況

　問題の本質は、市場原理に基
づく「消費税制度」と、公定価
格を前提とする統制経済的な「医
療制度」という異なる制度を無理
に組み合わせた結果、医療機関
のみが負担を強いられている。国
民の関心が低く、政治的圧力がな
いため、この「安定した不完全制
度」が続いている。
【各ステークホルダーの状況】
国民：問題をほとんど認識していな
い。

医療機関：投資抑制や節税で消
極的に対応せざるを得ない。
厚生労働省：制度内でできるところ
まで最適化。税制の領域には踏
み込まない。
財務省：マクロでは補填しているた
め問題なしとの姿勢。
政治：論点になっていない。
業界団体：税制改革を主張するも、
国民の支持を得られず主張が
弱い。

海外事例との比較

オーストラリア：支払った商品
サービス税（EU 型の付加価値
税相当）が全額還付される「ゼ
ロ税率」を採用。損税は発生し
ない理想形。
イギリス・カナダ：公的医療に
おいては、特定の支出について
一定割合で還付される制度が

ある。
ドイツ・フランス：地域の必要
性に応じて、公的資金で設備投
資を支援する仕組みがある。
日本：消費税負担を完全に医療
機関側に押し付ける特殊な状
況。

損税への具体的な経営対応策

損税の可視化：課税売上、非課
税売上、共通費を分け、損税
額を毎月把握する。
投資判断：ROI（投資利益率）は
消費税を含んで計算し、キャッ
シュフローを優先して、購入と
リースを比較検討する。
コスト構造の見直し：外注費には消

費税がかかるため、内製化を検
討する。
自由診療の導入：課税売上となる
自由診療を収益ポートフォリオの
一部として検討する。
税務戦略：安易な還付スキームは
避け、個別対応方式の活用など
王道を行く税務を優先する。

損税問題解決に向けた提言

根本的解決策：診療報酬での補
填ではなく、ゼロ税率導入など
税制改正が必要。
国民への理解促進：政治を動かす
には国民の支持が不可欠。この
ままでは医療機関の経営が行き

詰ることについて、実態をデータ
と共に示し、社会に訴える必要
がある。
戦略的アプローチ：ミクロ（経営最
適化）とマクロ（制度変更要求）
の両面でアプローチ。

◆講師紹介：溝口 博重 氏◆
株式会社 AMI&I 代表取締役、NPO法人医桜 代表理事、MGファクト
リー 取締役。
【連載】組織マネジメント道場「Medical Tribune」、溝口博重の「海
外医療制度～読んで面白く学べる医療制度～」、溝口博重の「院長、そ
れじゃみんなは動きません」




